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札幌市立大学  

教員研究紹介

札幌市立大学は、デザインと看護の 2 学部､2 研究

科､助産学専攻科を設置し､｢人間重視｣と｢地域社会へ

の貢献｣を基本理念に掲げ､デザインと看護の特色を

活かした教育･研究･社会貢献活動に取り組んでいま

す。また、2022 年度に AIT センタ－を設置し、AI

と IT に関する研究を行うとともにデザインと看護を

AI が下支えする研究にも取り組んでいます。 

本冊子は産学官金連携･地域連携等にさらに積極的

に取り組むため､多くの方々に本学教員の研究事例を

ご紹介することを目的に発行いたしました。札幌市立

大学教員の研究活動に関心を持っていただければ幸

いです。

2025
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No 専門分野 職位 氏名 研究課題名 頁

1 人間空間デザイン 教授 椎野 亜紀夫 「子育ての場」としての公園利用状況に関する研究 1

2 人間空間デザイン 教授 齊藤 雅也
札幌市円山動物園「オランウータンとボルネオの森」
冬季の室内気候の実測による検証

1

3 人間空間デザイン 教授 西川　 忠
焼成した札幌軟石の外装材としての性能向上と新たな
デザイン

2

4 人間空間デザイン 教授 森　 朋子
ネパール地震から 10 年、歴史的集落の復興のあり方
を考える

2

5 人間空間デザイン 特任教授 遠藤 謙一良
建築×［自然×地域性×身体性×合理性］で快適な未
来を創造する

3

6 人間空間デザイン 准教授 大島　 卓 環境“と”デザインする 3

7 人間空間デザイン 准教授 片山 めぐみ
「コミュニティマルシェ 八百カフェ」におけるケアコ
ミュニティデザイン

4

8 人間空間デザイン 准教授 金子 晋也 土着的な建築デザインに関する調査と実践 4

9 人間空間デザイン 准教授 小林 重人
デジタル地域通貨「Gene（ジェネ）」の開発と実証実
験

5

10 人間空間デザイン 准教授 古俣 寛隆 森林と木材のよい利用の仕方 5

11 人間空間デザイン 准教授 小宮 加容子 さわって楽しいあそびのデザインに関する研究 6

12 人間空間デザイン 准教授 御手洗 洋蔵 街中ガーデンで健康的な都市空間をデザイン 6

13 人間空間デザイン 准教授 山田 信博 寒冷地住宅の窓面積と居住者意識に関する研究 7

14 人間空間デザイン 特任准教授 吉田　 修 寒冷地における高断熱住宅の「外層空間」の活用 7

15 人間空間デザイン 講師 石田 勝也
環境の変化を感じるためのメディアアート表現の可能
性

8

16 人間空間デザイン 講師 須之内 元洋 文化・歴史の継承のためのメディアデザイン 8

17 人間空間デザイン 講師 藤沢 礼央 地域社会におけるアートの作用 9

18 人間情報デザイン 教授 石井 雅博 視標数が視線移動の反応時間に及ぼす影響 9

19 人間情報デザイン 教授 伊藤 健世
円山動物園モンキーハウスにおける顧客体験最大化の
ためのデザイン研究

10

20 人間情報デザイン 教授 柿山 浩一郎
札幌市路面電車（低床車両）のラッピング広告ガイド
ラインの設計

10

21 人間情報デザイン 教授 藤木　 淳 アートと連動した初等プログラミング教育教材の開発 11

22 人間情報デザイン 教授 細谷 多聞 空気膜構造を使った子どものためのあそび場の研究 11

23 人間情報デザイン 教授 三谷 篤史
ヨーロッパの遊具を元にした木製玩具「ユールボード」
の開発

12

24 人間情報デザイン 准教授 金　 秀敬
課題展開力の構成要素と自己効力感に関する異分野比
較研究：イマーシブ技術・AI 活用教育モデル設計への
基盤的考察

12

25 人間情報デザイン 准教授 福田 大年
まちなか動物園：身の回りの見立て観察から立ち上が
る創造性

13

26 人間情報デザイン 准教授 横溝　 賢
経験を語らうことから現れる〈共創する時空〉- ラン
ブリングデザイン運動が喚び起こすトポフィリア（場
所愛）-

13

27 人間情報デザイン 講師 大渕 一博 南区役所との授業協力から発展した地域貢献 14

28 人間情報デザイン 講師 松永 康佑 円弧を用いた平面充填図形に関する研究 14

１．デザイン学部１．デザイン学部
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No 専門分野 職位 氏名 研究課題名 頁

29 人間情報デザイン 助教 桝田 聡志
水素アシスト型ベロタクシー「PIONIE」のデザイン開
発・展示

15

30 人間情報デザイン 助教 矢久保 空遥 共感覚的比喩に着目した感性発現メカニズムの研究 15

31 人間情報デザイン 助教 吉田 彩乃 IT を活用した地域の課題解決や分析 16

32 人間情報デザイン 助教 渡部 大志 最適化によって現れる構造を探る 16

33 共通教育 教授 松井 美穂 アメリカ南部文学研究 17

34 共通教育 准教授 丸山 洋平 移動経験と家族形成に対する考えとの関係 17

35 共通教育 准教授 並木 翔太郎 ライフデザイン思考導入ワークショップの開発 18

No 専門分野 職位 氏名 研究課題名 頁

36 基礎看護学領域 教授 樋之津 淳子
大学と医療施設の協働による看護師の遠隔会議システ
ムを用いた継続教育の効果

19

37 基礎看護学領域 教授 檜山 明子
医療施設での転倒予防看護と地域在住高齢者の転倒予
防方略

19

38 基礎看護学領域 准教授 武冨 貴久子
看護師の経験を紡ぐリスキリング - 学びあう場として
の看護コンソーシアムにおける研修モデルの検証 -

20

39 基礎看護学領域 講師 中平 紗貴子 自己調整学習に関する研究 20

40 基礎看護学領域 講師 三戸部 純子 薬剤情報の識別エラーについての実験的検討 21

41 基礎看護学領域 助教 本多 いづみ 患者の苦痛を軽減する看護技術 21

42 基礎看護学領域 助教 吉田 実和 血圧測定技術に関する研究 22

43 看護管理学領域 教授 松野 千代美
急性心筋梗塞発症後患者のセルフケア行動評価アプリ
ケーションの開発

22

44 看護管理学領域 准教授 鬼塚 美玲
積雪寒冷期の地震災害における災害看護活動に関する
研究

23

45 看護管理学領域 助教 樋口 佳耶
医師から看護師へのタスク・シフト / シェアを推進す
る政策が看護師の業務に及ぼす影響

23

46 小児看護学領域 教授 奈良間 美保
「こどもの感覚」を実感する体験でつながる医療的ケア
児の家族と看護師の関係性に関する研究

24

47 小児看護学領域 准教授 加藤 依子
食物アレルギーのあるこどもと家族の Well being を支
えるための包括的な支援について Patient and Public 
Involvement の観点から検討をしています

24

48 小児看護学領域 講師 牧田 靖子 乳幼児の「窒息・誤飲」事故の実態と事故予防対策 25

49 母性看護学領域 教授 荒木 奈緒 胎児異常を診断された女性への助産師の支援 25

50 母性看護学領域 講師 石引 かずみ
出産時における Women-centered care（女性中心の
ケア）

26

51 母性看護学領域 講師 岡　 園代 新生児集中ケアの臨床判断と技法 26

52 母性看護学領域 講師 小野澤 かおり
出生前検査の結果による選択的人工妊娠中絶に対する
看護大学生の考え

27

53 母性看護学領域 講師 久保田 祥子 日本における「Sexual Compliance」の実態把握 27

２．看護学部２．看護学部
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No 専門分野 職位 氏名 研究課題名 頁

54 母性看護学領域 助教 寺林 加菜子
無痛分娩と非無痛分娩における産後の疲労感の比較
―初産婦の産後４ヶ月までの縦断研究－

28

55 成人看護学領域 教授 卯野木 健 ICU 退院後 4 年間の長期メンタルヘルス経過 28

56 成人看護学領域 教授 川村 三希子
① 「認知症高齢がん患者の痛みのマネジメントに対す

るシミュレーション教育プログラムの開発
②がんサバイバーのヘルスリテラシーに関する研究

29

57 成人看護学領域 教授 菅原 美樹

① 二次救急医療機関の救急外来看護師のコンピテン
シー評価指標の開発

② クリティカルケア看護専門看護師の直接ケアコンピ
テンシーに関する研究

29

58 成人看護学領域 准教授 髙橋 奈美 筋萎縮性側索硬化症患者とその家族への支援 30

59 成人看護学領域 准教授 牧野 夏子 看護師を対象とした外傷看護教育に関する研究 30

60 成人看護学領域 講師 工藤 京子
高齢化が進む日本（札幌）において認知症マフの認知
度をあげる

31

61 成人看護学領域 助教 栗原 知己
集中治療室に入院する患者様の入院中から社会復帰ま
でを支える看護を考える

31

62 成人看護学領域 助教 澤口 宙人
治療中のがん患者が症状を自己報告するためにスマー
トフォンアプリを用いた研究

32

63 成人看護学領域 助教 平山 憲吾
薬物療法を受ける高齢患者の意思決定における医療者
の認識に関する研究

32

64 老年看護学領域 教授 貝谷 敏子
大学とチームオレンジの共同活動が生むコミュニティ・
エンパワメントへの影響

33

65 老年看護学領域 准教授 原井 美佳
積雪寒冷な中山間地域に暮らしてきた高齢女性の地域
活動の経験についての研究

33

66 老年看護学領域 助教 西川 めぐみ 腎臓移植レシピエントとドナーへの支援に関する研究 34

67 老年看護学領域 助教 松浦 有沙
脳卒中患者の終末期ケアに対する看護師の実践と困難
感

34

68 精神保健看護学領域 准教授 石橋 佐枝子
児童・青年期の精神症状や困難さを抱えるお子さんと
そのご家族への支援

35

69 精神保健看護学領域 准教授 守村　 洋 メンタルヘルスに関する研究 35

70 精神保健看護学領域 助教 渋谷 友紀
シミュレーション教育で磨く看護実践力とその成果の
評価

36

71 在宅看護学領域 教授 青柳 道子
終末期がん患者の望む生き方を支える看護師の対話力
獲得過程に関する研究

36

72 在宅看護学領域 特任講師 服部 裕子 新卒（新人）訪問ナース育成支援に関する研究 37

73 在宅看護学領域 助教 尾立 斗志世
成人前期に難病を発症した人の社会参加に関するレジ
リエンスの研究

37

74 在宅看護学領域 特任助教 原口 弘美
精神科病院での勤務経験がない訪問看護師による統合
失調症の利用者への看護ケアに関する研究

38

75 地域看護学領域 教授 上田　 泉
妊娠期の父親支援ニーズに立脚した日本版 BPP の実
証的研究

38

76 地域看護学領域 教授 本田　 光
あらゆる世代、健康状態、社会状態にある人々の“つ
ながり”の重要性

39

77 地域看護学領域 准教授 市戸 優人
アクティブラーニングを取り入れた“話し合う性教育”
の提案

39

78 地域看護学領域 助教 近藤 圭子 過疎地域に居住する高齢者の健康に関する研究 40

79 地域看護学領域 助教 田仲 里江 大規模災害時等の遺族ケアにおける保健師の役割 40
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No 専門分野 職位 氏名 研究課題名 頁

80 情報学 教授 高橋 尚人
物体検出・物体追跡技術を用いた交通量調査プログラ
ムの開発

41

81 情報学 特任教授 津田 一郎 カオス力学を基軸にした複雑系脳科学 41

82 情報学 助教 岡﨑 昌太 深層学習による放射線画像からの歯科口腔疾患の検出 42

３．AIT センター３．AIT センター
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写真.凹型外層空間の活用事例（筆者撮影） 

 １ 2 3 

外層空間 

図.凸型外層空間 図.凹型外層空間 
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三谷 篤史 教授 デザイン学部（人間情報デザインコース） 

MITANI Atsushi 
キーワード：メカトロニクス、センシング、ロボティクス、 

      シミュレータ開発、インタラクション 

ヨーロッパの遊具を元にした木製玩具「ユールボード」の開発 

【研究の概要】 

「ユールボード」はヨーロッパの“チーズボード”と呼ばれる遊具を元にした木製遊具です。複

数の穴が開けられたボードの上で、2 本のひもにつなげられた駒を操作し、駒の中にあるボールを

目的の穴まで運びます。これまでに、遊具としての特性を追求した「アートモデル」などいくつか

のモデルを開発し、いろいろなイベントででもプレイを行ってきました。そういった中で、遊具で

遊ぶことによるリハビリテーション的要素についてのご指摘をいただくことが多くなり、現在は「医

療チャレンジ」を行っています。今後も学内外のイベントで展示を行う予定ですので、機会があれ

ば是非触ってみてください。 

 
 

金 秀敬 准教授 デザイン学部（人間情報デザインコース） 

KIM SuKyoung 
キーワード：エモーション(Emotions)、マルチモダリティ

(Multimodality)、エクスペリエンス(Experience) 

課題展開力の構成要素と自己効力感に関する異分野比較研究 

：イマーシブ技術・AI 活用教育モデル設計への基盤的考察 

【研究の概要】 

 現代社会ではデジタル技術の進化により、社会や仕事の在り方が急速に変化しています。その中

で、あらかじめ決めた方法に固執せず、状況に応じて柔軟に課題を捉え直し、解決していく「課題

展開力」の重要性が高まっています。特に医療やデザインなど異なる分野の人々が協働する場では、

専門的な思考や課題への姿勢、自信（自己効力感）の違いが、チームの働き方や成果に大きく影響

することが分かってきました。 

 本研究では、看護学とデザイン学の学生を対象に、課題へのアプローチや態度の違いに注目し、

「明確さ」「他者や現実との関連性」「目的意識」といった課題展開力の要素と自己効力感との関係

を分析しました。さらに、こうした違いがチーム全体の力にどう影響するかを明らかにし、将来的

には VR や AI などの先端技術を活用した新たな教育モデルの設計へとつなげることを目指してい

ます。 

 

 

 

 

 

 図 専門領域間における思考の深層構造の違いを示す可視化事例（左：デザイン、右：看護） 
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図 「見立て動物」と「対話鑑賞会」の例 
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図．実験刺激例 
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近藤 圭子 助教 看護学部（地域看護学領域）  

KONDO Keiko 
キーワード：高齢者の健康、自己効力感、健康行動、地域医療、 

過疎地域 

過疎地域に居住する高齢者の健康に関する研究 

【研究の概要】 

これまでに地域在住高齢者の健康と生活の質（QOL）に関する研究を実施している。北海道の過

疎地域において、高齢者の健康行動や保健医療福祉に対する意識、アドバンスド・ケア・プランニ

ング（ACP）に関する認識などを中心に調査を実施してきた。 

北海道は、都市部と農村部の医療資源の偏在が顕著であり、冬季には積雪や豪雪といった自然環

境による生活制約も大きい。こうした地域特性のもとで、高齢者が可能な限り介護を必要とせず、

自立した生活を継続するためには、地域の実情に即した支援体制の構築が不可欠である。そのため、

高齢者の健康を支える上での課題や、地域医療に対する住民の意識とニーズの把握に努めている。 

加えて、地域医療に対する住民理解を深めるためのアプロ

ーチ手法についても検討を進めている。今後は、都市部に居住

する高齢者との比較を通じて、地域間における健康意識や支

援ニーズの違いを明らかにし、地域特性に応じた保健医療支

援の在り方を提言していくことを目指している。最終的には、

どのような地域に暮らしていても高齢者が「自分らしく最期

まで生きる」ことのできる地域の実現に寄与したいと考えて

いる。 

 

 

 

 

 

             

 

 

         

記記憶憶間間ののカカオオスス遍遍歴歴((SScchhoollaarrppeeddiiaa::  
CChhaaoottiicc  IIttiinneerraannccyy  よよりり。。  
hhttttpp::////wwwwww..sscchhoollaarrppeeddiiaa..oorrgg//aarrttiiccllee
//CChhaaoottiicc__iittiinneerraannccyy  ©©IIcchhiirroo  TTssuuddaa))  
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